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1.関西国際空港マルチラテレーション導入評価 

 
通信・航法・監視領域  ※上田 栄輔，宮崎 裕己，二瓶 子朗，角張 泰之 

機上等技術領域 古賀 禎 
航空交通管理領域 山田 泉 

                  企画課 長谷川 努 
 
1. はじめに 

関西国際空港では，2期工事による B滑走路運
用開始やこれに伴うスポットの増設など空港容

量の拡張が進められている。このような状況でも

管制官が空港内における航空機の位置を正確に

把握するための飛行場管制支援機能の一部とし

てマルチラテレーションの導入が進められてい

る。 
マルチラテレーションとは，現用の空港面探知

レーダー（ASDE）で指摘されている問題点を克
服できる特徴を持つ監視システムである。このた

め，ASDEと組み合わせて運用することで，空港
内を走行する航空機の位置をより正確に把握す

ることが可能である。当研究所では，仙台空港の

基礎評価をもとに，東京国際空港および成田国際

空港において導入評価を進めてきた[1][2]。 
このマルチラテレーションにおいて十分な性

能を発揮させるためには，導入する空港の構造に

対応した適切な位置に受信局アンテナを配置す

ることが極めて重要である。そして，建造物が多

数存在するエリアにおいては，必要な性能を得る

ために事前評価を実施することが不可欠である。 
関西国際空港は，四方が海に囲まれていること，

そしてターミナルビルの屋上が活用できないこ

と，入り組んだ配置のエプロンエリアなど，受信

局アンテナの設置に大きな制約がある。このよう

な背景から，当研究所は国土交通省大阪航空局か

らの請負により，関西国際空港におけるマルチラ

テレーションの導入評価を実施した。 
本稿では，初めにマルチラテレーション評価装

置の概要について述べ，次に車両走行試験による

評価結果を示し，最後に評価結果に対する改善策

を適用した再評価結果を示す。 
 

2. マルチラテレーションの概要 

 マルチラテレーションは，航空機のトランスポ

ンダから送信されるスキッタや二次監視レーダ

（SSR）のモード S応答[3]を複数の受信局で検出

する。そして，受信局間の検出時刻差を距離差に

変換して，距離差が一定からなる双曲線同士の交

点を求めることで航空機の位置を算出する。図 1
に測位原理を示す。 
マルチラテレーションは，双曲線同士の交点に

より位置を算出するため，双曲線同士が直交する

ような受信局アンテナの配置，すなわち受信局ア

ンテナで航空機をより広く囲む場合に良好な位

置精度が得られる。また，受信局間の検出時刻差

から位置を求めるため，各受信局の時刻同期が必

須となり，このための基準送信局を設置している。 
この基準送信局と航空機の送信信号を確実かつ

正確に検出することも重要な要素となる。 
一方，性能低下の外的な要因として，建造物や

大地面などによるマルチパスの影響が挙げられ

る。マルチパスは，信号の誤検出や検出ロスの原

因となるため，空港の構造や電波環境を充分考慮

した受信局アンテナの配置が重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.1 マルチラテレーション評価用装置の概要 

 図 2 に関西国際空港におけるマルチラテレー
ション評価用装置の配置を示し，図 3に本評価装
置の構成を示す。マルチラテレーション評価用装

置は，リモート局，処理部，および基準送信局か

ら構成される。以下に各装置の概要を説明する。 

図 1 マルチラテレーションの測位原理 
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